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●本施設管理・設備内容・主な利用方法の現状は下記の通り。
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本地区の現状

県道

・仮設トイレ3基(繁忙期:5基)
・駐車場：20台分

汲上ポンプ式水場
（非飲料）

施設進入路が狭く、
1箇所のみ

水道・電気：通っていない

歩行者・自転車の横断が困難

●施設管理内容

トイレ清掃・場内確認(週2回、2時間/回)

増水時トイレ撤去(昨年2回)

仮設トイレ汲み取り(週1回)

施設内除草(年4回)

●主な利用方法

キャンプ、BBQ、散歩、子供の遊び場

雑木により景観が良くない



かわまちづくりでめざす姿

●町として水辺の楽校をどう活用していきたいか。

・今までの通常利用に加え、新たに民間事業者による営利活動等の利用（河川のオープン

化）を可能としたい。

→イベント等を開催できるようにすることで、地域の活性化（人々の交流や水辺の楽校

認知度UP）を促すことができる。

【通常利用】
・キャンプ、ＢＢＱ
・散歩
・子どもの遊び場（水遊び等）

【河川のオープン化】
・イベント
・マルシェ
・キッチンカー
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かわまちづくりでめざす姿

県道

・常設トイレ
・水場（流し台）
※県道と同じ高さ
に設置

既存通路の拡幅

施設進入路の拡幅

雑木伐採（景観向上）

・駐車場の拡充
・屋外灯の設置

●町として水辺の楽校をどう整備していきたいか。（案）

歩行者・自転車の横断を容易とする手法の検討
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